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国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業
会 計

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

24億2,548万3千円
18億5,435万3千円
2億4,407万6千円
4億4,804万7千円
1億1,301万7千円
4億9,615万　　円
6億4,614万7千円

23億　204万8千円
17億9,812万4千円
2億4,191万5千円
4億4,736万7千円
2億3,290万6千円
4億5,145万1千円
7億8,852万4千円

1億2,343万5千円
5,622万9千円
216万1千円
68万　　円

▲1億1,988 万 9千円
4,469万9千円

▲1億4,237 万 7千円

収益的収支

資本的収支

下水道事業
会 計

収益的収支

資本的収支

特
別
会
計

企
業
会
計

町の財政は 健全ですか？

自

　
主
　
財
　
源
（

５
１．７％）

依

　
存
　
財
　
源
（
４

８．
３％
）

85億5，676万 8千円

一般会計

歳　入

令和３年度決算認定
　令和４年９月定例会は、９月１日から９月１５日までの会期１５日間で開催され、町長提出

議案１６件が提出され、いずれも認定・可決しました。請願１件は、不採択としました。

　２日間にわたる一般質問では、８人の議員が活発な論戦を展開しました。

※企業会計の資本的収支の不足額は内部保留資金などで補填されました。

諸収入など
2 億 5,495 万 4 千円

地方譲与税
1 億 2,015 万円

繰越金
7 億 4,442 万 3 千円

繰入金
30 万円

分担金及び負担金
2,028 万 7 千円

使用料及び手数料
6,221 万 9 千円

地方消費税交付金
5 億 493 万円

町税
33 億 3,760 万 7 千円

地方交付税
12 億 7,349 万 1 千円

県支出金
4 億 3,407 万 5 千円

国庫支出金
12 億 7,926 万 5 千円

町債
3 億 7,267 万 2 千円

環境性能割交付金など
1 億 5,239 万 5 千円

諸収入など
2 億 5,495 万 4 千円

地方譲与税
1 億 2,015 万円

繰越金
7 億 4,442 万 3 千円

繰入金
30 万円

分担金及び負担金
2,028 万 7 千円

使用料及び手数料
6,221 万 9 千円

地方消費税交付金
5 億 493 万円

町税
33 億 3,760 万 7 千円

地方交付税
12 億 7,349 万 1 千円

県支出金
4 億 3,407 万 5 千円

国庫支出金
12 億 7,926 万 5 千円

町債
3 億 7,267 万 2 千円

環境性能割交付金など
1 億 5,239 万 5 千円

一般会計の決算
歳　　入
歳　　出
差 引 額

８５億５，６７６万８千円
７９億１，９６３万８千円
６億３，７１３万　　円
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79億 1，963万８千円

一般会計

歳　出

農林水産業費 議会費 その他

総務費

8 万 3,448 円

土木費

4 万 995 円

１万 227 円 1,189 円４,805 円

消防費

2 万 8,611 円

衛生費

３万 9,112 円

4 万 5,102 円

教育費民生費

12 万 7,141 円

健全な財政運営の永続を 町の財政は 健全ですか？

3 万 120 円

公債費

議会費
9,396 万 4 千円

その他
2,292 万２千円

農林水産業費
1 億 9,718 万 2 千円

議会費
9,263 万 9 千円

民生費
24 億 5,140 万 3 千円

消防費
5 億 5,164 万円

総務費
16 億 895 万 2 千円

総務費
16 億 895 万 2 千円

教育費
8 億 6,960 万 9 千円

民生費
24 億 5,140 万 3 千円

消防費
5 億 5,164 万円

教育費
8 億 6,960 万 9 千円

土木費
7 億 9,043 万 2 千円

土木費
7 億 9,043 万 2 千円

衛生費
7 億 5,411 万 8 千円

衛生費
7 億 5,411 万 8 千円

公債費
5 億 8,074 万 1 千円

その他
2,292 万２千円

農林水産業費
1 億 9,718 万 2 千円

議会費
9,263 万 9 千円

公債費
5 億 8,074 万 1 千円

令和３年度一般会計決算
町民一人当たりの金額
令和３年度一般会計決算
町民一人当たりの金額

９月定例会

高 齢 者・障 害 者 福 祉、
児童福祉等

庁舎管理や各種証明
書発行等

道路、公園、橋等

健康対策やごみ処理
等

町の借金の返済

農商工業振興や観光
振興等 議会運営と議会活動

消防・防災

学校教育、生涯学習、
スポーツ振興等

９月１日～１５日

歳入・歳出それぞれ千円未満を四捨五入としているため、
実際の額と異なる場合があります。

※

令和４年３月３１日現在の人口 19,281 人で算出
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財政力指数　０．７６８（県内町村平均　０．６１９）
予算のうち、どれくらいを自前の税収で賄えているかを表します。この指数が高いほ
ど財政力が強いことを示しており、１に近いほど財政に余裕があるとされています。
１を超えると交付税の不交付団体になります。

経常収支比率　８０．４％（県内町村平均　８２．４％）
人件費など毎年かかる固定費の割合。数値が低いほど政策的に使えるお金が多いこと
になります。

実質公債費比率　３．９％（県内町村平均　７．１％）
一般会計等が負担する借金返済費用の割合。数値が高いほど他の事業にあてる財源を
圧迫することになります。一般家庭に例えると、世帯収入に対するその年のローン返
済額の割合です。

Point

1

Point

2

Point

3

町税の収納状況

11 億 5,730 万 7,868 円町　民　税 847 万 1,960 円
148 万 3,690 円

99.23％
2 億 1,900 万 4,296 円　法人分 99.30％

19 億 2,821 万　 576 円
7,709 万 1,856 円

1 億 7,499 万 6,199 円

固定資産税
軽自動車税
町たばこ税

2,001 万 9,264 円
64 万 920 円

0 円

98.94％
99.15％

100.00％

収入済額 収入未済額 収納率

財政の 　つのポイント３

監査委員の意見

代表監査委員
大澤　晃　

監査委員
爲水　順二

　令和３年度一般会計、各特別会計及び公営企業会計の決算について監査を
行いました。

審査の方法

　令和３年度川島町歳入歳出決算の審査及び公営企業会計決算の審査にあ
たっては、予算が関係法令等に従って適切かつ効率的に執行されたか、収入
及び支出の事務並びに財産の取得、管理及び処分は適正に処理されたか等に
ついて、慎重に審査いたしました。

審査の結果

　決算書及び同附属書類並びに関係帳簿及び証拠書類等を照合審査した結果、
計数に誤りのないことを確認しました。また、予算の執行等にあたっては、
関係法令及び予算議決の趣旨に沿って、適正に行われているものと認められ
ました。

一般会計・特別会計

　審査に付された決算書は、地方公営企業法及び関係法令に準拠し、かつ、
会計の原則に基づいて作成され、事業の経営成績及び財政状態を適正に表示
しているものと認められました。また、事業の運営及び予算の執行にあたっ
ては、経営の基本原則、関係法令及び予算議決の趣旨に沿って、適正に行わ
れているものと認められました。

公営企業会計

詳しくは、町ホームページに掲載しています。
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令和４年度川島町一般会計補正予算
（第３号）

　主に、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
となるものです。放課後児童クラブ及びかわみん
ハウスの手洗器の自動水栓化等や消耗品等の購
入、また、コロナ禍において、原油価格・物価高
騰の影響を受けた農家や商工業者の方への補助
金、学校給食の食材高騰対応のための賄材料費の
追加などの補正となります。
　転入・転出ワンストップ支援サービス導入費用
や川島中学校改修工事設計業務委託料、農業イノ
ベーション応援事業費補助金や住宅リフォーム補
助金、道水路維持補修作業委託料の追加などの補
正となります。

９月定例会の主な議案

  ２億１，１３６万９千円

川島町の議会の議員及び長の選挙にお
ける選挙運動の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例を定めることに
ついて

　公職選挙法施行令の改正に伴い、選挙運動用
自動車の使用、選挙運動用ビラの作成、選挙運
動用ポスターの作成に係る公費負担の限度額を
引き上げる条例改正です。

条例の一部改正補正予算

「日本政府に核兵器禁止条約の署名と
批准を求める意見書」の提出を求める
請願

　日本政府が核兵器禁止条約の署名と批准をす
るよう、川島町議会として国に意見書を提出し
てくださいという要旨の請願です。

請　　願

川島町職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例を定めることに
ついて

　地方公務員の育児休業等に関する法律が改正
されたことに伴い、出生日から５７日間以内の
育児休業（産後パパ育休）等、育児休業の緩和
に関する条例改正です。

非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償等
の支給に関する条例の一部を改正する条
例を定めることについて

　公職選挙法施行令の改正に伴い、投票管理者
について交替制を可能とする規定等が整備され
たことから、報酬の額等についての条例改正で
す。

川島町税条例等の一部を改正する条例を
定めることについて
 
　地方税法等の一部改正に伴い、個人町民税に
係る住宅借入金等特別税控除の適用期限の延長
に伴う条例改正です。
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総務経済建設常任委員会

通学路の交通安全対策ですが、
今回の補正での実施場所は。
また、県が管理する箇所で交
通安全に支障がある所の草刈
りは町でできないか。
通学路点検に基づき学校周辺
で路面標示が薄くなった所を
予定しています。県道の草刈
りについては、県と密に連携
をとりながら、町道が接する
箇所などは職員が実施するよ
う検討してまいります。

問

答

戸別受信機は町内４割程度に
配布しているが、今後も勧め
てほしい。非常事態で最も有
効なのは防災ラジオとの報告
もあるので、必要性のアピー
ルがほしいが。
戸別受信機の強みをアピール
し、在庫が無くなるよう様々
な方向でＰＲをしていきます。

問

答

IC南側開発（29ha）が進ま
ないと次の開発（40ha）が
進まないと思うが、現状は。
当該地は農業振興地域農用地
区域であるため、協議に大変
苦慮しております。県農林部
と協議を進めている中で、知
事からは、条件が整えば手続
きを進めると言質もいただい
ているので、何とかこれを打
破して、開発を進めてまいり
たいと考えています。

問

答

交通安全対策 戸別受信機 ＩＣ南開発

飯島雨水幹線工事の企業債の
ピークは。また、事業計画の
見直しは考えているか。
企業債は未着手の幹線もあり
金額は出せませんが、もう少
し積み上がると考えています。
また、事業計画については、
効果やルートの見直しをかけ
検討してまいります。

問

答

自治会運営費の算出方法はど
のようか。また、自治会加入
率は。人口減少により自治会
の今後のあり方についてアン
ケートを行ってみては。
自治会運営費は 60 円 ×12
か月×世帯数です。加入率は
76.7％で自治会のあり方につ
いては、令和４年度にアンケー
トを実施する予定です。

問

答

高台避難場所の地元への説明会
はどのくらい行ったのか。また、
事業の進捗と計画面積は。
地権者説明会は３回開催し、現
在、説明会でご意見をいただい
た事について検討しているとこ
ろです。また、事業の進捗は地
質調査の結果を取りまとめてお
ります。計画面積は約２haを計
画していますが、法面勾配の調
整で少し増えると思います。

問

答

雨水幹線計画 自治会のあり方 　高台避難場所

水道事業

配水池（左）と吹塚浄水場（右）

９月定例会

委員長コメント

　今年になり、上下水道課は本庁舎へ移転し
ました。水道事業は企業会計であり、町会計
と別になります。当町の水道水は、県水が６
割、町内井戸水が４割となっており、県内で
は安価な料金設定ですが、決算を経て赤字決
算が続いている状況です。中長期的な水道ビ
ジョンの見直しの必要性を感じました。



7 川島町議会だより／№139 ／令和４年 10 月 25 日

委員長コメント

令和７年度開校予定の小中一
貫校の総工事費は。
建設工事費は、全体で約４億
５千万円、設計委託料は約２ ,
２００万円です。
低学年棟は、リースの予定で
はなかったのか。
当初はリースの予定でしたが、
国の補助対象にならないため、
軽量鉄骨のプレハブ建設を考
えています。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

通学支援スクールバス運行等
業務委託事業とは。
スクールバスは、つばさ南小
とつばさ北小で、それぞれ２
台の計４台で運行しています。
小中一貫校が開校する予定の
令和６年度までは、同様の形
態で運行しますが、開校時は
距離の見直しなどで、台数は
増えると思います。

問

答

部活動外部指導員の謝金と活
動内容は。
外部指導員は、川中６名、西
中７名で謝金は指導１回当た
り 1,500 円です。
外部指導員は顧問の補助とし
て技術指導をするもので、外
部指導員だけで、休日等の指
導は行っていません。　

問

答

新ごみ処理施設視察会の対象
地区と視察場所は。
 三保谷宿と山ケ谷戸地区を対
象に、武蔵野クリーンセンター

（東京都）、太田市外三町広域
清掃組合のごみ処理施設（群
馬県）やコスモスアリーナふ
きあげ （鴻巣市）などの高台
にある施設を予定しています。

道路（町道）に約１０台の冷
蔵庫等が放置されてから２、
３年も経過しているが。
道路部分については、警察及
びその他関係機関等にも相談・
連携しながら解決に向けて検
討していきます。

１０月から後期高齢者の病院
での負担は。
２割負担は５７１人、１割負担
が２，４９１人、３割負担は１
７５人で、２割負担の対象は、
課税所得が 28万円以上の方が
おり、単身世帯は「年金収入＋
その他の合計所得金額」が２０
０万円以上、複数世帯は、３２
０万円以上の方です。

小中一貫校の工事費 スクールバス 部活動外部指導員

新ごみ処理施設 不法投棄 高齢者の窓口払い

文教厚生常任委員会

２市１町の新ごみ処理施設の建設候補地が三保谷宿南に

現在のごみ処理施設

９月定例会

　２市１町で進めている新ごみ処理施設の建
設候補地について、町が三保谷宿南に選定し
たことによって大きく一歩前進しました。
　地元の方々の意見や要望を伺い、視察など
で一人でも多くの理解が得られるように町と
一緒に取り組んでまいります。
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９月定例会

（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

加
藤
　
　
進

渋
谷
　
幸
司

矢
内
　
秀
憲

粕
谷
　
克
己

柴
田
　
一
典

稲
村
美
代
子

新
井
　
悦
子

小
峯
　
松
治

爲
水
　
順
二

森
田
　
敏
男

道
祖
土
　
証

菊
地
　
敏
昭

小
高
　
春
雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名
※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

条例の一部改正

令和４年度 補正予算

川島町一般会計補正予算（第３号） 

令和３年度 決算認定

債権の放棄     

     

請願

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

不採択 ○ × ○ ○ × × ○ 〇 ○ ○ × ○ ―

川島町の議会の議員及び長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の一部改正 

川島町職員の育児休業等に関する条例の一部
改正

川島町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）

川島町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

川島町水道事業会計決算認定

川島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定

川島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定

川島町下水道事業会計決算認定 

債権の放棄 

非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償等の支
給に関する条例の一部改正

川島町税条例等の一部改正

川島町一般会計歳入歳出決算認定

川島町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

川島町水道事業会計補正予算（第１号） 

川島町下水道事業会計補正予算（第１号） 

「日本政府に核兵器禁止条約の署名と批准を求
める意見書」の提出を求める請願

※「〇」は、不採択に対しての賛成となります。
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問　

現
在
、
川
島
町
で
は
「
集
団
資
源

回
収
事
業
報
償
金
交
付
要
綱
」
に
基
づ

き
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
９
つ
の
団
体
が
実
施

団
体
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
の
意
識
高
揚
、
及
び
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
に
も
成
果
が
現
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
で
は
児
童
生
徒
の
減
少

に
伴
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
組
織
の
小
規
模
化
、

学
校
統
合
に
よ
る
回
収
地
域
エ
リ
ア
の

拡
大
化
な
ど
、
課
題
が
顕
著
で
す
。
必

要
性
が
あ
る
中
、
実
施
を
困
難
に
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
先
ず
は
、
継
続
意
欲

の
支
援
と
し
て
、
現
在
の
報
償
金
単
価

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
３
円
を
５
円
程

度
に
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。

答　

集
団
資
源
回
収
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ご
み

の
減
量
化
・
資
源
化
を
目
的
と
さ
れ

た
自
主
的
活
動
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

報
償
金
単
価
の
引
き
上
げ
は
、
令
和

５
年
度
の
予
算
編
成
の
作
業
の
中
で

前
向
き
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

問　

集
団
資
源
回
収
は
、
実
施
団
体
が

自
ら
契
約
し
た
回
収
取
り
扱
い
業
者
に

引
き
渡
す
自
主
的
な
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
で
す
。
全
家
庭
を
廻
る
の
は
困
難

な
時
代
で
す
。
地
域
の
集
会
所
ま
で
の

運
搬
は
、
各
家
庭
に
お
願
い
し
、
回
収

取
り
扱
い
業
者
が
集
会
所
を
廻
り
、
最

終
回
収
場
所
に
て
実
施
団
体
が
仕
分
け

作
業
を
行
う
工
程
も
集
団
資
源
回
収
と

し
て
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答　

自
主
的
な
活
動
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
創
意
工
夫
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
何
ら
差
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
報
償
金
の
対
象
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ＰＴＡ集団資源回収の様子
　（つばさ南小学校写真提供）

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
よ
る
集
団
資
源
回
収

で
の
報
償
金
単
価
の
引
き
上
げ
を
。

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で

前
向
き
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

町の考えを問う
町政一般質問要旨

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ９月１３日、１4 日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※質問項目の区分により太字にしています。

柴
田　

一
典　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

稲
村　

美
代
子　

議
員

稲
村　

美
代
子　

議
員

１ 

小
中
一
貫
校
の
先
行
統
合
に
つ
い
て

２ 

町
内
事
業
者
へ
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
に
つ
い
て

１ 

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

２ 

７
月
12
日
～
13
日
の
大
雨
に
つ
い
て

粕
谷　

克
己　

議
員

粕
谷　

克
己　

議
員

１ 

ご
み
の
減
量
、
及
び
再
資
源
化
に
つ
い
て

２ 

中
学
生
の
未
来
を
見
据
え
た
「
部
活
動
改
革
」
追
求
質
問
に 

　

 

つ
い
て

１ 

学
校
給
食
か
ら
日
本
の
食
糧
自
給
率
を
考
え
る

小
高　

春
雄　

議
員

小
高　

春
雄　

議
員

１ 

各
地
区
郷
土
芸
能
に
来
年
度
補
助
金
を
拠
出
に
つ
い
て

矢
内　

秀
憲　

議
員

矢
内　

秀
憲　

議
員

１ 

健
康
を
守
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

２ 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

３ 

災
害
対
策
に
つ
い
て

４ 

参
議
院
議
員
選
挙
の
総
括
に
つ
い
て

１ 

小
中
一
貫
教
育
校
の
開
設
と
学
童
保
育
に
つ
い
て

２ 

水
害
対
策
に
つ
い
て

菊
地　

敏
昭　

議
員

菊
地　

敏
昭　

議
員

１ 
川
島
町
の
農
業
の
行
く
末
に
つ
い
て

２ 
町
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
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いっぱん質問

問　

小
中
一
貫
教
育
校
開
校
に
向
け
て
、

保
護
者
・
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
説
明
会
に
参

加
し
た
保
護
者
関
係
者
は
全
体
の
僅
か

９
・
５
％
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
小

中
一
貫
校
に
対
す
る
懸
念
の
意
見
も
だ

さ
れ
ま
し
た
。
発
育
・
発
達
の
段
階
が

大
き
く
違
う
児
童
・
生
徒
が
同
じ
場
所

で
学
ぶ
事
へ
の
心
配
、
施
設
整
備
に
か

か
る
経
費
、
整
備
し
て
も
10
年
後
に
移

転
計
画
が
あ
る
が
、
校
舎
の
10
年
後
の

活
用
は
ど
う
す
る
の
か
。
令
和
17
年
に

は
、
役
場
周
辺
に
新
た
に
一
体
型
小
中

一
貫
校
を
新
設
し
て
、
町
内
の
学
校
を

一
か
所
に
統
合
す
る
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
　
以
前
、
川
島
中
に
は
１
，
０
０

０
人
を
超
え
る
生
徒
が
い
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
の
当
時
よ
り
安
全
だ

と
思
い
ま
す
。
川
島
中
の
施
設
整
備

に
か
か
る
工
事
経
費
は
、
お
よ
そ
４

億
５
千
万
円
で
す
。
10
年
経
過
後
の

活
用
は
、
統
合
後
の
状
況
を
み
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
17
年
の
推

定
児
童
生
徒
数
は
４
８
２
人
、
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
に
掲
載
し
て
い

る
49
億
円
を
か
け
て
の
新
校
舎
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
場
所
等
を
含
め
て
地

域
の
皆
様
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

来
年
10
月
よ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。
売
上
が
１
，
０
０

０
万
円
以
下
の
免
税
事
業
者
へ
の
影
響

は
。

答
　
町
内
で
は
、
売
上
が
１
，
０
０

０
万
円
以
下
の
免
税
業
者
が
１
，
４

５
２
名
い
ま
す
。
免
税
業
者
の
ま
ま

で
い
る
か
、
課
税
業
者
に
切
り
替
え

る
か
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
の
で
慎
重
に
検
討
が
必
要

で
す
。

校庭に新設した低学年用校舎
（春日部市江戸川学園、ＨＰから）

問　

町
の
水
田
農
業
の
現
状
と
今
後
の

方
向
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答
　
高
齢
化
に
よ
る
農
家
数
の
減
少
、

米
の
消
費
量
の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う

米
価
の
下
落
、
燃
油
燃
料
・
農
薬
肥

料
等
の
高
騰
に
よ
る
諸
経
費
の
増
大

等
、
水
田
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

楽
観
視
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
の
方
向

性
は
、
担
い
手
が
農
地
を
最
大
限
効

率
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
国
、
県
、

Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
と
連
携
、
担
い
手

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

用
排
水
路
の
維
持
管
理
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り
田
畑
の
畦
畔

の
除
草
や
川
底
さ
ら
い
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
対
応
策
は
。

答
　
農
業
用
、
用
排
水
路
は
様
々
な

機
能
を
有
す
る
社
会
共
通
資
本
と
い

う
視
点
で
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要

で
す
。
引
き
続
き
関
係
者
で
協
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

用
排
水
路
の
総
延
長
は
。

答
　
水
路
台
帳
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

土
地
改
良
区
で
の
維
持
管
理
書
に
は
、

６
万
２
，
９
９
７
ｍ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
末
端
水
路
ま
で
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。

問　

土
地
持
ち
非
農
家
の
人
数
は
。

答
　
２
０
２
０
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス

で
正
確
な
人
数
を
算
出
で
き
ま
せ
ん

が
、
町
全
体
の
農
地
所
有
者
数
が
３
，

６
２
２
人
で
農
業
従
事
者
数
６
４
５

人
を
差
し
引
く
と
、
２
，
９
７
７
人

に
な
り
ま
す
。

問　

安
藤
川
の
管
理
用
道
路
に
つ
い
て
。

答
　
川
島
排
水
機
場
か
ら
３
・
９
㎞

は
整
備
完
了
し
、
上
流
部
分
の
河
川

未
整
備
に
つ
い
て
は
町
道
が
あ
り
ま

す
が
、
河
川
の
維
持
管
理
に
伴
う
作

業
が
し
づ
ら
い
で
す
。
県
と
改
修
に

向
け
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。ここはどこ？荒れているね

４
億
５
千
万
円
か
け
て
校
舎
整
備

し
て
も
10
年
後
は
移
転
す
る
の
か
。

統
合
後
の
状
況
を
見
て
検
討
し
ま
す
。

川
島
町
の
農
業
の
行
く
末
は
。

町
の
土
壌
に
合
っ
た
新
た
な

高
収
益
作
物
へ
の
転
換
。

やし ぶ じこ うやし ぶ じこ う

渋　谷　　幸　司渋　谷　　幸 司



11 川島町議会だより／№139 ／令和 4 年 10 月 25 日

いっぱん質問

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
郷
土
芸
能
の
活
動
の

場
と
な
る
祭
礼
等
が
三
か
年
に
亘
り
中

止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
状
況
下
で
す
。

郷
土
芸
能
は
、
地
域
に
お
け
る
伝
統
文

化
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
長
く
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
薄
れ
て
来
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

復
活
す
る
た
め
に
も
、
来
年
度
郷
土
芸

能
の
活
動
を
す
る
団
体
に
は
、
補
助
金

を
拠
出
し
、
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

町
内
の
郷
土
の
伝
統
芸
能
を
保

存
し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
町

の
重
要
な
施
策
で
す
。

　

町
で
は
、
伝
統
芸
能
保
存
事
業
に

対
し
、
既
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
伝
統
芸
能
活
動
団
体
の
ご

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
補
助
金
交
付

要
綱
の
見
直
し
も
含
め
、
様
々
な
活

動
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
は
、
社
会
教
育
の
支
援

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
、
三
保

谷
豊
年
踊
り
、
川
島
郷
歌
な
ど
は
、

学
校
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
学
校
教
育
と
生
涯

学
習
と
の
連
携
を
図
り
、
郷
土
芸
能

の
保
存
・
継
承
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
指
定
文
化
財
と
し
て
は
、
伊
草

獅
子
舞
を
始
め
、
４
つ
の
無
形
民
俗

文
化
財
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
祭
礼
な
ど
の
郷
土
芸
能

を
披
露
す
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
郷
土
の
伝
統
芸

能
を
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
継
承
で

き
る
よ
う
補
助
金
の
交
付
も
含
め
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
で
は
、
様
々
な
祭
礼

等
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
を
伝
統
的
な
文
化
と
し
て
捉

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
後
世
に

残
し
て
い
け
る
よ
う
調
査
も
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地域のお祭り

問　

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
、
先
進

国
の
中
で
最
低
と
さ
れ
、
40
％
を
切
る

状
態
で
す
。
こ
の
こ
と
を
問
題
視
し
て

か
ら
、
多
く
の
時
間
が
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
現
状
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
起
き
、
小
麦
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
を
中
心
に

価
格
が
跳
ね
上
が
っ
た
り
、
今
ま
で
輸

出
国
で
あ
っ
た
国
の
中
に
も
、
高
温
障

害
な
ど
の
懸
念
か
ら
輸
出
を
控
え
る
動

き
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
食
の
安
全
保
障
を
考
え
る

上
で
も
、
国
民
と
し
て
身
近
な
問
題
と

し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
改
善
に
向

け
て
出
来
る
こ
と
を
行
動
に
移
す
べ
き

時
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
穀
物
を
中
心
と
し
た
食
糧
供

給
の
問
題
は
、
経
済
的
に
豊
か
で
は
な

い
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
の
飢
餓
に

つ
な
が
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
小
麦
の

90
％
以
上
は
、
輸
入
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
給
食
に
お
い
て

も
、
ご
飯
食
の
増
加
や
、
米
粉
を
使
っ

た
パ
ン
・
麺
を
使
用
で
き
な
い
か
。ま
た
、

小
中
学
校
で
も
、
日
本
の
食
糧
自
給
率

や
世
界
の
食
糧
需
給
を
視
野
に
入
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
真
剣
に
議
論
し
て
も
ら

う
機
会
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

答　

こ
れ
か
ら
も
、
地
場
産
の
米
・

野
菜
を
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と
や
、

ご
指
摘
の
米
粉
を
使
用
し
た
パ
ン
の

使
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

授
業
に
お
い
て
も
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
中
で
の
食
糧
問
題
や
食
糧
自

給
率
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
主
体
的
に
調
べ
、
考
え
、
議
論
す

る
よ
う
な
取
組
」
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

子どもたちに好評な米飯給食

給
食
で
米
の
消
費
を
拡
大
し
、
食
料

自
給
率
を
考
え
る
機
会
に
し
て
は
。

米
粉
を
使
っ
た
パ
ン
を
導
入

し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
地
区
郷
土
芸
能
に
来
年
度

補
助
金
の
拠
出
を
。

実
現
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

し ば か ず の りたし ば か ず の りた

柴 田 一 典柴 田 一 典

じけ んお だ か おは るお だ か おは る

小 高　　春 雄小 高　　春 雄
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いっぱん質問

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

は
。

答　

感
染
症
等
の
重
症
化
予
防
と
し

て
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
帯
状
疱
疹
は
小
児
期

の
水
疱
瘡
か
ら
潜
伏
し
て
い
る
ウ
ィ

ル
ス
が
体
内
に
潜
み
50
歳
以
上
に
な

る
と
発
症
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
原

因
は
ス
ト
レ
ス
や
加
齢
等
に
よ
る
免

疫
力
の
低
下
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

県
内
で
は
５
自
治
体
が
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
国
も
定
期
接
種
化
の
検
討

に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
個

別
勧
奨
の
周
知
は
。

答　

対
象
者
の
小
学
校
６
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
迄
の
３
７
３
名
に
６
月

17
日
通
知
を
発
送
し
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

問　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
世
代
の
周
知
は
。

答　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
期
間
は
３
年
間
で
す
。

転
出
入
の
把
握
作
業
等
の
準
備
が
あ

る
た
め
、
現
在
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
て

る
方
に
は
個
別
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
児
童
生
徒
の

実
態
調
査
は
。

答　

学
校
で
は
、
学
期
ご
と
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
児
童
生
徒
の

変
化
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

個
別
面
談
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

問　

大
雨
に
よ
る
町
の
対
応
と
発
信
の

仕
方
は
。

答　

職
員
10
名
で
監
視
体
制
を
行
い
、

河
川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位
か
ら

下
降
し
た
の
で
避
難
指
示
等
の
発
令

は
し
な
い
旨
の
か
わ
べ
え
メ
ー
ル
を

配
信
し
ま
し
た
。

帯状疱疹発症

(

７
月
12
日
～
13
日
の
大
雨
に
つ
い
て)

問　

７
月
12
日
夕
方
、
埼
玉
県
内
で
局

地
的
な
大
雨
が
降
り
ま
し
た
。
川
島
町

で
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
大
雨
警
報
、
洪

水
警
報
は
流
れ
ま
し
た
が
、
情
報
が
少

な
く
不
安
だ
っ
た
と
の
町
民
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答　

防
災
行
政
無
線
、
戸
別
受
信
機
、

か
わ
べ
え
メ
ー
ル
等
、
町
が
発
信
す

る
災
害
情
報
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
今
後
は
、
町
の
状
況
を
適
宜

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問　

避
難
場
所
の
混
雑
状
況
が
ス
マ
ホ

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
周
知
の
方
法
は
。

答　

広
報
８
月
号
、
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
お
り
、
今
後
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス

タ
ー
等
で
周
知
し
ま
す
。
実
際
に
使

用
す
る
場
面
で
は
、
か
わ
べ
え
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

広
域
避
難
場
所
は
東
側
が
少
な
い

が
、
増
や
す
考
え
は
。

答　

現
在
、
協
議
し
て
い
ま
す
。

(

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て)

問　

小
中
一
貫
校
に
な
っ
た
場
合
の
児

童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
町
の

考
え
は
。

答　

現
在
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

さ
わ
や
か
相
談
員
の
４
つ
の
体
制
が

あ
り
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

令
和
17
年
度
の
最
終
統
合
は
、
町

民
の
意
見
を
聞
く
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

が
必
要
と
思
う
が
。

答　

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

かわべえメール、LINE＠川島町に
登録していますか？

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
は
。

定
期
接
種
化
検
討
の
動
向
を
注
視
。

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

大
雨
時
、
町
の
災
害
情
報
が

少
な
か
っ
た
の
で
は
。

今
後
は
適
宜
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
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いっぱん質問

問　

低
学
年
棟
の
整
備
に
約
３
億
円
と

の
こ
と
だ
が
、
整
備
計
画
に
学
童
保
育

室
は
入
ら
な
い
の
か
。

答　

建
設
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で

学
童
保
育
室
の
設
置
は
困
難
な
状
況

で
す
。

問　

つ
ば
さ
南
・
北
学
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
す
る
児
童
（
現
在
１
０
３
名
）
の
送

迎
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
既
存

の
学
童
ク
ラ
ブ
へ
送
迎
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

７
月
13
日
の
集
中
豪
雨
で
川
島
排

水
機
場
付
近
で
は
管
理
用
道
路
間
際
ま

で
水
位
が
上
昇
し
隣
接
す
る
工
場
へ
の

浸
水
も
危
惧
さ
れ
、
ま
た
浅
間
排
水
か

ら
の
溢
水
で
農
業
被
害
を
心
配
す
る
声

も
寄
せ
ら
れ
た
が
、
川
島
排
水
機
場
の

運
転
状
況
を
町
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　

川
島
排
水
機
場
は
、
安
藤
川
及

び
入
間
川
の
水
位
状
況
に
よ
り
、
国

が
運
転
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
転
状
況
は
、
国
か
ら
県
へ
報
告
さ

れ
た
後
、
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

問　

こ
の
時
の
町
内
雨
量
は
１
５
７
ミ

リ
と
報
告
を
受
け
た
が
、
内
水
氾
濫
の

判
断
に
、
役
場
の
雨
量
計
デ
ー
タ
を
即

時
に
公
表
で
き
な
い
か
。

答　

降
雨
量
は
住
民
が
避
難
す
る
た

め
の
判
断
材
料
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
等
が
発
表

さ
れ
る
場
合
に
は
、
情
報
発
信
を
い

た
し
ま
す
。

問　

高
台
避
難
場
所
整
備
計
画
の
地
域

説
明
会
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答　

高
台
か
ら
の
雨
水
排
水
を
心
配

す
る
地
権
者
も
お
り
、
現
在
、
事
業

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

丁
寧
に
説
明
し
、
関
係
地
権
者
の
理

解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
議
員
を
含
め
地

域
の
皆
様
へ
説
明
を
行
い
ま
す
。夏休み期間中は午前７時半から開所

（つばさ北学童クラブ：写真提供）

学
童
保
育
室
を
小
中
一
貫
校
に

整
備
で
き
な
い
か
。

川
中
構
内
へ
の
整
備
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

やか す みか つやか す みか つ

粕　谷　　克 己粕　谷　　克 己

川島町議会
インターネット録画配信のご案内

川島町議会のホームページにて、本会議の模様を録画配信しております。
パソコンだけでなく、スマートフォンやタブレット端末でもご覧いただけます。

町議会のＨＰ又は下記の
ＱＲコードから↓
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所管事務調査

　

紫
波
町
小
中
一
貫
教
育
基
本
方
針
を

令
和
３
年
に
定
め
、
同
年
、
施
設
隣
接

型
小
中
一
貫
校
「
紫
波
西
学
園
」
を
開

校
し
、
令
和
４
年
、
施
設
一
体
型
小
中

一
貫
校
「
紫
波
東
学
園
」
を
開
校
し
ま

し
た
。

　

紫
波
町
で
は
、
現
行
の
６
、
３
生
の

枠
組
み
を
保
持
し
た
ま
ま
の
「
小
中
一

貫
型
小
学
校
・
中
学
校
」
を
採
用
し
、「
紫

波
東
学
園
」
は
、
校
長
は
１
人
、
副
校

長
は
小
中
学
校
各
１
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
プ
ー
ル
は
中
学
校
に
あ
っ
た
物
を

底
上
げ
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
学
校

の
区
切
り
の
行
事
で
あ
る
、
小
学
校
６

年
生
の
卒
業
式
、
中
学
校
１
年
生
の
入

学
式
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　

葛
巻
町
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
近
年

は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
町
づ
く
り
に
力
を

入
れ
、
平
成
29
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
に
補
助
を
す
る
な
ど
で
、
早
稲
田
大

学
陸
上
部
、
中
央
大
学
駅
伝
競
走
部
な

ど
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
全
天
候
型
合
成

ゴ
ム
素
材
舗
装
の
４
０
０
ｍ
９
レ
ー
ン

の
ト
ラ
ッ
ク
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
公
認
の
人
工
芝

の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
の
総
合
運
動
公
園

に
は
夜
間
照
明
を
有
し
、
更
に
野
球
場

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
宿
泊
施
設
が
あ
り
、

総
合
運
動
場
の
建
設
費
用
は
約
６
億
円

で
、
管
理
は
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
委
託
し
、

電
気
料
３
３
０
万
円
、
芝
管
理
料
90
万

円
、
受
付
代
行
な
ど
の
委
託
料
３
８
０

万
円
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
第
３
セ

ク
タ
ー
が
運
営
す
る
「
ふ
れ
あ
い
宿
舎

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
」
の
令
和
３
年
度
の

経
営
状
況
は
収
入
約
１
億
４
千
万
円
と

純
利
益
約
１
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
葛
巻
町
は
、
酪
農
と
林
業
で
あ

る
町
で
、
他
に
は
何
も
無
い
、
な
い
な

い
づ
く
し
の
町
か
ら
宝
も
の
を
見
つ
け

て
活
か
そ
う
と
全
国
に
先
駆
け
い
ち
早

く
風
力
発
電
を
導
入
し
、
一
般
家
庭
の

消
費
電
力
の
約
５
万
世
帯
分
を
発
電
し

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
時
な
ど
の
長
期
的
な

停
電
を
教
訓
に
、
非
常
用
電
源
と
し
て
、

太
陽
光
発
電
設
備
が
ほ
と
ん
ど
町
内
の

公
共
施
設
に
設
置
し
、
蓄
電
池
も
導
入

し
て
い
ま
し
た
。

葛巻町での研修

所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

　
　
　
　

委
員
長　

道
祖
土　

証

　

本
町
で
も
、
令
和
７
年
度
に
市

街
化
調
整
区
域
に
あ
る
小
学
校
と

中
学
校
を
統
合
し
、
小
中
一
貫
校

と
し
て
開
校
す
る
計
画
で
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
紫
波
町
の

事
例
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
児
童
・

生
徒
に
寄
り
添
っ
た
小
中
一
貫
教

育
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
も
人
口
減
少
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
葛
巻

町
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
参

考
に
し
て
、
少
し
で
も
交
流
人
口

の
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
参
考
と
な
る
事
例

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
町
で
も
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

・
小
中
一
貫
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
及
び

 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
小
中
一
貫
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
及
び

 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

令
和
４
年
７
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町

令
和
４
年
７
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

岩
手
県
岩
手
郡
葛
巻
町

紫波町での研修

小
中
一
貫
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
及
び

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

● 
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
の
中
止
に
つ
い
て

　

７
月
22
日
（
金
）
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
、
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
の
「
防
災
・
減

災
日
本
一
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
鑑
み
、
中
止
と
し
ま
し
た
。
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組合議会

道
祖
土　

証

森
田　

敏
男

加
藤　
　

進

　

令
和
４
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

第
２
回
臨
時
会
は
、
６
月
30
日
に
川
越

地
区
消
防
局
で
開
会
し
ま
し
た
。
今
臨

時
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
議
案
第

６
号
、
議
案
第
７
号
及
び
議
案
第
８
号

の
３
件
で
す
。 

議
案
第
６
号　

川
越
地
区
消
防
局
・
川

越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

　

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署

新
庁
舎
造
成
工
事
入
札
の
結
果
、
川
越

地
区
消
防
組
合
に
お
い
て
制
定
す
べ
き

条
例
の
う
ち
川
越
市
条
例
を
準
用
す
る

条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ

る
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。
な
お
、
契
約
の

方
法
は
、
一
般
競
争
入
札
、
契
約
の
相

手
先
は
、
株
式
会
社
関
東
建
設
、
契
約

金
額
は
税
込
み
２
億
７
９
７
万
５
，
９

０
０
円
、
工
期
は
、
令
和
５
年
３
月
24

日
ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。
と
の
説
明

が
あ
り
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
７
号　

高
規
格
救
急
自
動
車
の

取
得
に
つ
い
て

　

南
古
谷
分
署
、
名
細
分
署
の
高
規
格

救
急
自
動
車
が
老
朽
化
し
た
た
め
４
サ

イ
ク
ル
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
全
長
５
．

６
５
ｍ
、
総
排
気
量
２
，
６
９
３
Ｃ
Ｃ
、

７
人
乗
り
の
ト
ヨ
タ
高
規
格
救
急
自
動

車
２
台
を
税
込
み
３
，
７
３
３
万
４
千

円
で
埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
川

越
店
と
契
約
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
、

原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
８
号　

高
度
救
命
処
置
用
資
機

材
の
取
得
に
つ
い
て

　

南
古
谷
分
署
、
名
細
分
署
に
自
動
式

人
工
呼
吸
器
な
ど
の
高
度
救
命
処
理
用

資
機
材
２
式
を
税
込
み
２
，
２
８
８
万

円
で
埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
川

越
店
と
契
約
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
、

原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
（
加
藤
）

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

小
峯　

松
治

菊
地　

敏
昭

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　

令
和
４
年
第
３
回
比
企
広
域
市
町
村

圏
組
合
議
会
定
例
会
は
、
８
月
９
日
に

東
松
山
市
役
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正

２
件
、
補
正
予
算
５
件
、
決
算
認
定
５

件
の
12
議
案
で
す
。
議
案
第
21
号
、
議

案
第
26
号
は
、
消
防
関
係
で
す
の
で
、

説
明
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
18
号　

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
10
月
１
日
施
行
の
人
事
院

規
則
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
国
家
公
務

員
と
同
様
に
、
再
度
の
育
児
休
業
に
係

る
取
得
要
件
を
緩
和
す
る
ほ
か
、
非
常

勤
職
員
の
子
の
出
生
後
８
週
間
以
内
の

育
児
休
業
の
取
得
を
緩
和
し
、
非
常
勤

職
員
の
子
が
１
歳
以
降
の
育
児
休
業
を

柔
軟
に
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
の
規

定
を
設
け
る
も
の
で
す
。

議
案
第
19
号　

比
企
広
域
市
町
村
圏
組

合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
10
月
１
日
施
行
の
人
事
院

規
則
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
国
家
公
務

員
と
同
様
に
、
育
児
参
加
の
た
め
に
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
休
暇
の
対

象
期
間
を
子
が
１
歳
に
達
す
る
日
ま
で

に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
20
号　

令
和
４
年
度
比
企
広
域

市
町
村
圏
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

繰
越
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
６
６
万
６
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
７
，
２
１
６
万
６
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
22
号　

令
和
４
年
度
比
企
広
域

市
町
村
圏
組
合
斎
場
及
び
霊
き
ゅ
う
自

動
車
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

繰
越
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
１
４
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
億
８
，
４
１
４
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
23
号　

令
和
４
年
度
比
企
広
域

市
町
村
圏
組
合
介
護
認
定
及
び
障
害
支

援
区
分
審
査
会
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

繰
越
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
７
７
万
９
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
７
，
８
２
７
万
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
24
号　

令
和
４
年
度
比
企
広
域

公
平
委
員
会
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

繰
越
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
８
万
４
千
円
追

加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１

１
８
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
18
号
か
ら
議

案
第
24
号
ま
で
の
議
案
は
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
案
第
25
号
か
ら
第
29
号

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
比
企
広
域

市
町
村
圏
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
25
号
か
ら
議

案
第
29
号
ま
で
の
議
案
は
、
原
案
ど
お

り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。　
　
（
小
峯
）

〇
川
越
地
区
消
防
組
合
は
昭
和
48
年
に
設
立
し
、
川
越
市
、
川
島
町
の
２
市

町
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
４
月
で
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

消
防
・
救
急
、
火
薬
類
取
締
法
・
液
化
石
油
ガ
ス
法
・
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に

基
づ
く
事
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

川
越
地
区
消
防
組
合
と
は
？

二
〇
二
二
年
度

　
　
全
国
統
一
防
火
標
語

『
お
出
か
け
は
　
マ
ス
ク
戸
締
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
』
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町制施行５０周年記念　川島町議会の５０年町制施行５０周年記念　川島町議会の５０年

町制施行

　川島町となる。

昭和 47 年 11 月

議員定数　削減

（２６名→２２名）

議員定数　削減

（22 名→20 名）

昭和 47 年 12 月

川島町議会としての

初定例会。（議員 26 名）

議員定数　削減

（１６名→１４名）

町制施行を祝う角泉の山車

川島町議会だより

創刊号

川島村議会

　町制施行を議決。

昭和 47 年 9 月昭和 63 年 4 月

議会だより

リニューアル

（B5 判→A4 判）

平成 8年 5月

議会だより創刊

昭和 63 年 6 月

川島町議会だより

第 100 号

平成 11 年 4 月

議員定数　削減

（２０名→１６名）

川島町議会委員会条例の
一部改正により、２常任
委員会（総務経済建設常
任委員会・文教厚生常任
委員会）になる。

川島町議会の議員の報酬
及び費用弁償等に関する
条例の一部改正により、
議員が会議などに出席し
た場合の費用弁償・日当
を廃止する。

地方議会議員年金制
度の廃止
（平成 23 年～）
行政改革に伴う議員
数や議員報酬の削減
などにより、共済給
付金に要する積立金
の枯渇が見込まれる
危機的な状況となっ
たため、地方議会議
員年金制度が廃止さ
れています。

平成 19 年 4 月平成 23 年 4 月

議会だより　

第 100 号発行

平成 25 年 5 月

川島町役場新庁舎へ

議場も新しくなりま

した。

現在の川島町議会議場

平成 28 年 1 月

1972年～1972年～1996年1996年

2016年 2007年2016年 2007年

川島町議会だより

（第 31 号）B5 判

川島町議会だより

（第 32 号）Ａ4判

2016年 2007年
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学校跡地等活用調査

特別委員会を設置。

インターネットを

使って、「本会議の

録画映像の配信」

を開始。

「地方創生・行財政特別

委員会」・「ごみ処理施

設建設に関する特別委

員会」を設置。

子ども議会の
　　　参加メンバー

令和元年５月

視察先：
　　群馬県沼田市

視察先：浅川清流環境組合

視察先：茨城県桜川市

議会だより　

第 50 号発行

平成 12 年 11 月

町制施行 30 周年記念事業

として、子ども議会を開催。

平成 14 年 7 月

「産業廃棄物中間処理

施設設置に関する意見

書」を埼玉県に提出。

平成 17 年 12 月

川島町議会だより

第 50 号

川島町議会だより

第 57 号

埼玉県へ意見書を提出

平成 29 年～
　　　　平成 30 年

令和元年 6月令和 3年 9月

子ども議会の開催。

大規模災害時におけ

る議会及び議員とし

ての責務と役割を明

確化した「川島町議

会災害対策会議設置

要綱」を制定。

令和 2年 2月

令和 2年 4月

2022年

2000年2005年 2000年2005年

2022年 2019年2019年2019年



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

近
年
、
日
本
に
や
っ
て
く
る
台
風
が
、

日
本
近
海
で
急
速
に
発
達
し
た
り
、
上

陸
時
の
予
想
最
大
瞬
間
風
速
が
60
～
70

ｍ
を
超
え
る
も
の
が
珍
し
く
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
技
術
部
門
の

方
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
本
州
の
住
宅
は
、

風
速
40
ｍ
程
度
に
は
耐
え
ら
れ
る
設
計

は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
そ
れ
以
上
の

仕
様
に
変
更
す
る
よ
う
進
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

環
境
の
変
化
が
私
た
ち
の
生
活
を
大

き
く
変
え
て
い
く
こ
と
を
、
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
は
、
自
然
環
境
の
変

化
な
の
か
、
人
の
行
動
が
少
し
で
も
影

響
し
て
い
る
環
境
の
変
化
な
の
か
、
考

え
る
時
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
）

　

表

紙

解

説
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委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

新　

井　

悦　

子

渋　

谷　

幸　

司

柴　

田　

一　

典

粕　

谷　

克　

己

矢　

内　

秀　

憲

加　

藤　
　
　

進

小　

峯　

松　

治

月7

月8

月9

　

川
島
産
の
美
味
し
い
「
い
ち
じ
く
」
を
味
わ

い
ま
し
た
か
。

　

い
ち
じ
く
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
が
自
信
を

も
っ
て
お
届
け
す
る
「
い
ち
じ
く
」
は
組
合
で

独
自
に
設
け
た
厳
し
い
選
果
基
準
を
ク
リ
ア
し

た
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

町
の
い
ち
じ
く
は
、
出
荷
量
が
県
内
１
位
で
、

今
年
も
８
月
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、
10
月
ま
で

収
穫
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

収
穫
が
始
ま
っ
た
当
初
は
猛
暑
の
影
響
で
実

成
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
良
質
な
い
ち
じ
く

が
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
も
一

安
心
で
す
。

　

一
年
を
通
じ
て
町
の
「
い
ち
じ
く
」
が
味
わ

え
る
よ
う
様
々
な
加
工
品
も
開
発
さ
れ
て
お
り
、

Ｋ
Ｊ
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
食
と
は
違
う
味
わ
い
を
堪
能
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
写
真
・
文
章
／
粕
谷
）

議会日誌

議
会
報
編
集
委
員
会

議会報編集委員会

文教厚生常任委員会所管事務調査

ごみ処理施設建設に関する

特別委員会

議会運営委員会

議会全員協議会

９月定例会

議会報編集委員会

議会全員協議会

議会報編集委員会

５日

13日～14日

23日

26日

1日～15日

5日

15日

27日

12月の定例会予定
議案審議 一般質問

11
30 水

（予定） 12
6 8～火 木

（予定）（予定）

12 月定例会は11/30 ～ 12/8の予定です。

石
川
征
郎
議
員
の

　
　
　
　
　
　

ご
逝
去
を
悼
む

　
石
川
征
郎
議
員
の

　
　
　
　
　
　

ご
逝
去
を
悼
む

　　

石
川
征
郎
議
員
が
、
９
月
１
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
平
成
19
年
４
月
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
４
期
16

年
に
わ
た
り
川
島
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
副
議
長
、
議
長
、
監
査
委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
本
町
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
全
議
員
が
起
立
し
故
石
川
征
郎
議
員
に
対

す
る
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
を
代
表
し
て
、
爲
水
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員

会
委
員
長
が
哀
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


